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～ 親子で理科を楽しもう ～   平成 23 年 1 月 14 日 
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その１は第 23 号（Ｈ20 年 10 月 30 日発行） 
「子ども達が何かを指差しているよ。行って 
 見よう。」 
「あっ。お父さん，学校のかべを見て。校長 
 室の窓の下のところに……。」 
「ほほう。ついているねえ。」 
「これって……モンシロチョウのさなぎ？羽 
 がすきとおって見えるよ。」 
「どうやらそのようだね。」 
「ここまでアオムシが歩いてきたのかな。」 
「そうだね。アオムシからしたら，けっこう 
 長いきょりだよねえ。」 
「どうしてそんなにいどうするのかな？」 
「それは自分で考えよう。」 
「う～ん……。あっ，寒さをふせぐため。」 
「それもあるね，それから？」 
「雪にうもれないため。」 
「なるほど，お父さんもそう思うよ。」 
「へ～，こんな所で春をまっているんだ，す 
 ごいなあ。」 
「もっとすごいところにもいるよ。ほら。」 
「あっ。うえきばちのうらにも！ ここも， 
 雪や風から守られるからだね。アオムシっ 
 てすごい。全部自分で安全なところが分か 
 るんだね。」 
「コンチュウのスーパー能力だなあ。」 
「だれにも教わらないのに，自分でいい場所 
 を見つけられるなんてすごいよね。」 
 
「では，ビオトープの方に行ってみようか。」 
「うん。」 
てくてく。 
「これ，なあ～んだ。」 
「？？ 何かのたまご？」 
 
つづく 

～ 虫たちの冬ごし その２ ～ 

 

はね 


